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 ２月
がつ

４日
か

（火
か

）は立
りっ

春
しゅん

です。暦
こよみ

の上
うえ

では春
はる

を迎
むか

えますが、まだまだ厳
きび

しい寒
さむ

さが続
つづ

い

ています。感染症
かんせんしょう

も流
りゅう

行
こう

していますので、食
しょく

事
じ

前
まえ

の手
て

洗
あら

い・うがいをしっかりしましょ

う。さて、２月
がつ

３日
か

は節
せつ

分
ぶん

です。この日
ひ

は豆
まめ

まきをして病
びょう

気
き

や災
わざわ

いを追
お

いはらい、福
ふく

を呼
よ

び込
こ

みます。また、大
だい

豆
ず

には栄
えい

養
よう

がたくさんつまっているので、豆
まめ

を使
つか

った料
りょう

理
り

を食
た

べて

元
げん

気
き

に過
す

ごしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

栄養満点
えいようまんてん

！大豆
だ い ず

のお話
はなし

 

大
だい

豆
ず

は『畑
はたけ

の肉
にく

』と言
い

われるほど、たんぱく質
しつ

や脂
し

質
しつ

が多
おお

く含
ふく

まれ、その他
ほか

にも体
からだ

に良
よ

い栄
えい

養
よう

がたくさんつまっています。 

～～大豆
だ い ず

の栄養
えいよう

～～ 

◆たんぱく質
しつ

・・・・血
ち

や骨
ほね

・肉
にく

になる   

◆鉄
てつ

・・・・・・・・貧
ひん

血
けつ

を防
ふせ

ぐ 

◆カルシウム・・・・骨
ほね

を丈
じょう

夫
ぶ

にする 

◆食
しょく

物
もつ

繊
せん

維
い

・・・・・お腹
なか

の調
ちょう

子
し

をととのえ、便
べん

秘
ぴ

を防
ふせ

ぐ 

◆イソフラボン・・・骨
こつ

粗
そ

しょう症
しょう

や更
こう

年
ねん

期
き

障
しょう

害
がい

を防
ふせ

ぐ 

◆レシチン・・・・・記
き

憶
おく

力
りょく

向
こう

上
じょう

に役
やく

立
だ

つ 

◆サポニン・・・・・生
せい

活
かつ

習
しゅう

慣
かん

病
びょう

予
よ

防
ぼう

に役
やく

立
だ

つ 

 

～～和
わ

食
しょく

に欠
か

かせない！！大
だい

豆
ず

製
せい

品
ひん

～～ 

大
だい

豆
ず

は豊
ほう

富
ふ

なたんぱく質
しつ

が含
ふく

まれていて、加
か

工
こう

す 

るとさらに栄
えい

養
よう

価
か

やうまみが増
ま

します。発
はっ

酵
こう

させる 

とみそやしょうゆ、納
なっ

豆
とう

になり、炒
い

って粉
こな

にすると、 

きな粉
こ

になります。また、大
だい

豆
ず

のしぼり汁
じる

をにがり 

などで固
かた

めたものは豆
とう

腐
ふ

になります。大
だい

豆
ず

は和
わ

食
しょく

で 

おなじみのさまざまな食
しょく

品
ひん

に姿
すがた

を変
か

えます。食
しょく

事
じ

 

の中
なか

から大
だい

豆
ず

製
せい

品
ひん

を探
さが

してみましょう。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月
がつ

の給 食
きゅうしょく

目標
もくひょう

：「和やか
な ご   

に会食
かいしょく

をしよう」 

 みなさんは、毎
まい

日
にち

の給
きゅう

食
しょく

時
じ

間
かん

をどのように過
す

ごしているでしょうか。クラスで決
き

めら

れた位
い

置
ち

に机
つくえ

を動
うご

かし、友
とも

達
だち

といろいろな話
はなし

をしながら給
きゅう

食
しょく

を食
た

べていると思
おも

います。

しかし、最
さい

近
きん

食
しょく

事
じ

中
ちゅう

にふさわしくない会
かい

話
わ

をしている人
ひと

も見
み

かけます。周
まわ

りの人
ひと

を不
ふ

快
かい

に

させてしまうので、場
ば

に合
あ

った話
はなし

をするように心
こころ

がけましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月
がつ

３日
か

(月
げつ

)節
せつ

分
ぶん

 

 節
せつ

分
ぶん

は、もともと立
りっ

春
しゅん

、立
りっ

夏
か

、立
りっ

秋
しゅう

、立
りっ

冬
とう

の前
ぜん

日
じつ

のことでし

たが、今
いま

では立
りっ

春
しゅん

の前
ぜん

日
じつ

のことだけをいうようになりました。節
せつ

分
ぶん

にいり豆
まめ

を年
とし

の数
かず

や、年
とし

にひとつ足
た

した数
かず

を食
た

べると１年
とし

を元
げん

気
き

に過
す

ごすことができると言
い

われています。豆
まめ

まきや、 柊
ひいらぎ

の枝
えだ

に焼
や

いたいわしの頭
あたま

をさした「やいかがし」には、鬼
おに

（病
びょう

気
き

や

災
わざわ

い）を追
お

いはらうという意
い

味
み

があります。 

～２月
がつ

の給
きゅう

食
しょく

より～ 

２月
がつ

６日
か

（木
もく

）東
とう

京
きょう

都
と

 八
はち

丈
じょう

島
しま

産
さん

のトビウオを使
つか

った献
こん

立
だて

 

 ２月
がつ

６日
か

（木
もく

）は、４年
ねん

生
せい

で八
はち

丈
じょう

島
しま

漁
ぎょ

協
きょう

女
じょ

性
せい

部
ぶ

による出
で

前
まえ

授
じゅ

業
ぎょう

が 行
おこな

われます。

八
はち

丈
じょう

島
しま

の気
き

候
こう

や暮
く

らし、産
さん

業
ぎょう

について学
がく

習
しゅう

し、調
ちょう

理
り

では実
じっ

際
さい

に八
はち

丈
じょう

島
しま

産
さん

の 魚
さかな

を捌
さば

く体
たい

験
けん

も 行
おこな

います。この日
ひ

の 給
きゅう

食
しょく

は、みなさんも八
はち

丈
じょう

島
しま

産
さん

のトビウオを味
あじ

わってみてください。 

２月
がつ

１８日
にち

（火
か

）世
せ

界
かい

の料
りょう

理
り

～トルコ～ 

トルコ料
りょう

理
り

は、フランス料
りょう

理
り

、中
ちゅう

華
か

料
りょう

理
り

と並
なら

んで、世
せ

界
かい

三
さん

大
だい

料
りょう

理
り

の１つです。

「ホブサ」は西
にし

アジアや北
ほく

東
とう

アフリカでよく食
た

べられているサンドイッチ用
よう

のパンで

す。「ケバブ」は、鶏
とり

肉
にく

に香
こう

辛
しん

料
りょう

で下
した

味
あじ

を付
つ

けてオーブンでじっくり焼
や

きます。「スト

ラッチ」は、お米
こめ

を使
つか

ったプリンです。楽
たの

しみにしていてください。 

２月２０日
にち

（木
もく

）長崎県
ながさきけん

メニュー 

長
なが

崎
さき

県
けん

の郷
きょう

土
ど

料
りょう

理
り

を取
と

り入
い

れた献
こん

立
だて

です。江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

は長
なが

崎
さき

県
けん

が日
に

本
ほん

唯
ゆい

一
いつ

の開
かい

港
こう

地
ち

だったため、海
かい

外
がい

から様
さま

々
ざま

な文
ぶん

化
か

が伝
つた

わりました。「ちゃんぽん」は、長
なが

崎
さき

県
けん

発
はっ

祥
しょう

の料
りょう

理
り

で、野
や

菜
さい

と魚
ぎょ

介
かい

をたっぷり使
つか

っています。「カステラ」は、ポルトガルから伝
つた

わった

お菓
か

子
し

を長崎
ながさき

県
けん

で独
どく

自
じ

に発
はっ

展
てん

した和
わ

菓
が

子
し

です。 


